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ローカルプロキシーでウェブを高速化

Surf Express
NEC初の低価格パーソナルルーター

COMSTARZ ROUTER
アナログ通話機能が充実した電話帳内蔵TA

TD503α
シリアルポートが100メートルまで延長できるTA

TS128JXⅡ/DZ
実売で3万円を切るα-LCR3対応の低価格TA

TM-AD1281
Atermの機能を拡張するS/T端子ユニット

高機能S点ユニット
動画と音声をNetShowで送れる

LiveMail Ver.2.0
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Connectix社のSurf Expressは、ネットサー

フィンを高速化するユーティリティーソフトだが、

従来のリンク先読みタイプの高速化ソフトとは

異なる発想で作られている。

仮想プロキシーで高速スキャン
Surf Expressは、Connectix社の独自技術

によってハードディスク内に仮想プロキシーサー

バーを作り、ネットサーフィンの履歴をキャッシ

ュとしてデータベース化することで、それ以降同

じサイトにアクセスしたときはキャッシュデータ

を読み込んでネットサーフィンを高速化するソフ

トだ。そのサイトに更新がある場合には、その

部分だけをダウンロードする。必要な設定は、

インストール時に自動的に行ってくれるので特に

知識は必要ない。この自動設定によって、使っ

ているWWWブラウザーの「HTTP Proxy」が

「127.0.0.1」に、ポートが「2400」のローカル

アドレスに変更され、Surf Expressのキャッシ

ュを参照するようにする。実際のプロキシーサ

ーバーが必要ならSurf Expressに本物のプロキ

シーが自動的に設定される。こうすることで、ブ

ラウザーからSurf Express経由でインターネッ

トにアクセスすることになる。

このキャッシュファイルは、1つのデータベース

ファイルとしてSurf Expressのフォルダー中に作

成される。通常はWWWブラウザーごとに別々

のキャッシュフォルダーがあり、その中でサイト

ごとに別々のファイルがキャッシュされるが、こ

のソフトのように1つのファイルならスキャンも

断然速い。また、このデータベースは、インタ

ーネットエクスプローラでもネットスケープナビ

ゲーターでも同じキャッシュを使うことができる

ため、どちらのブラウザーからアクセスした場合

でも同じキャッシュを使うことができる。また、

キャッシュファイルのサイズや保存時間なども

設定が可能だ。

試用レポート

h操作を意識せずに高速化
通常、Surf Expressはコンピュータに常駐さ

せて使うことになる。指示に従ってインストール

すると、WWWブラウザーのプロキシーをSurf

Express用に自動的に設定してくれる。あとは、

普段と同じようにネットサーフィンをするだけで、

特に操作などは必要ない。設定の変更やネット

ワークの状況を確認するときには、常駐している

Surf Expressを立ち上げて操作する。

気になる「高速化」されるかという問題だが、

実際に使ってみたところ、確かに速くなってい

るようだ。確認のために設定画面を見てみると、

なるほどすでにキャッシュされているサイトにア

クセスした場合には、データをキャッシュから読

み込む比率が高くなっている。逆に、キャッシ

ュにないサイトではネットワークからの読み込み

が多くなる。ISDNの64Kbpsで使ってみると、

混雑することの多い人気サイトでは、完全に表示

されるまでに7～8秒を要したが、Surf Express

では3秒くらいで読み込みが終わった。平日の

昼休み（12時～）はアクセスが集中する新聞社

系のサイトで試してみても、その効果は明らか

だった。ただしアクセスするたびに変わるバナー

広告などは、そのつど読み込むので表示が遅か

った。

特に操作が必要でもないので、Surf Express

を使っている意識はあまりないが、実際に使っ

てみると快適さは向上した。前述したように

WWWブラウザーに依存しないのも嬉しい。現

時点では高速化ユーティリティーの「本命」と

言ってしまってもいいだろう。なお、今回のレビ

ューは英語版で行ったが、日本語版は3月20日

にシステムソフトとメディアビジョンの2社から

発売される予定だ。 （編集部）

NewProductsReview

開発元 Connectix corporation

発売元 株式会社メディアビジョン

株式会社システムソフト

価格 8,800円（予定）
動作環境 ウィンドウズ95/NT4.0のOSで、486以上の

CPU、8Mバイト以上のメモリー（16Mバイ

ト以上推奨）、12Mバイト以上の空きハード

ディスク容量、ネットスケープナビゲーター3.0

以上もしくはマイクロソフトインターネットエ

クスプローラ3.0以上のWWWブラウザー

MacOS7.5以上でPowerPCを搭載したマッ

キントッシュで、16Mバイト以上のメモリー、

12Mバイト以上のハードディスク空き容量、

ネットスケープナビゲーター3.0以上もしくは

マイクロソフトインターネットエクスプローラ

3.0以上のWWWブラウザー

j http://www.connectix.com/html/surfexpress.html

キャッシュを1つのファイルにして高速化
複数のブラウザーでキャッシュを共有
キャッシュデータの保存時間などが設定できる

ローカルプロキシーでウェブを高速化

Surf Express
Check!

データスキャンの状況をグラフでモ
ニタリングできる。緑はキャッシュ
から読み込んだ割合、赤はネットワ
ークからダウンロードしたデータの
割合。

キーワード検索でキャッシュの内部を検索。
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送などの機能を持っている。なお、内蔵のDSU

は切り離しができないので、DSUが不要な人

は、DSUなしのモデル（51,800円）を購入する

といい。

PIAFSのサポートはなし
COMSTARZ ROUTERは、ISDNやOCNエ

コノミー、高速デジタル専用線を利用して、イ

ンターネットやLAN間接続などに使うことがで

きる。ただしPIAFSはサポートしていないので、

SOHOなどでリモートアクセスサーバーに接続し

て使う場合はPIAFSからのアクセスができない。

128KbpsのマルチリンクPPP（MP）やBOD、

BACPをサポートし、セキュリティープロトコル

はPAPとCHAPに対応する。また、LAN側の

対応プロトコルはTCP/IPのみだ。さらに、デー

タ圧縮としてSTAC LZSをサポートし、最大で

512Kbpsの通信速度を実現する。ただしこの

機能を使うには接続先もSTAC LZSをサポート

している必要があり、LAN間接続の場合に相手

側もCOMSTARZ ROUTERを使っていれば、

STAC LZSの圧縮効果が得られる。

アドレス変換機能を搭載
ダイアルアップルーターの場合、コンピュー

タとルーターを10BASE-Tポートで接続するこ

とになるため、コンピュータにLANボードが必

要になる。COMSTARZ ROUTERは本体に

10BASE-Tのハブ機能も併せ持ち、10BASE-

Tポートは4つ搭載している。これはMN128-

SOHOの3ポートと比べて1ポート多く、コン

ピュータ4台までならハブを増設しなくても接続

することができる。ただし、RS-232Cポートを

搭載していないので、TAとして使用することは

できない。

また、アドレス変換機能、NATe（IPマスカ

レード）機能をサポートしているので、端末型ダ

イアルアップの契約IDが1つでも、COMSTARZ

ROUTERに接続された複数のコンピュータで同

時にインターネット接続が可能だ。

着信メール自動確認機能
5月に予定されているファームウェアのバージ

ョンアップによって、着信した電子メールを自動

で確認できる機能が追加されることになってい

る。これは、あらかじめ設定した時間になると、

自動的にアクセスポイントにダイアルアップして

メールサーバーに着信しているメールの有無を確

認する機能だ。NECのTA「Atermシリーズ」

に搭載されている「電子メール着信通知機能」

は、ISDNのDチャンネルを利用して新着メール

の確認を行う機能でサポートするプロバイダーが

限定される（BIGLOBEのみ）が、COMSTARZ

ROUTERの着信メール確認機能は通常のBチ

ャンネルを使用するもので、プロバイダーは問わ

DSU内蔵で5万円台の低価格
PIAFSはサポートしていない
メールの自動着信機能を5月に追加予定

NEC初の低価格パーソナルルーター

COMSTARZ ROUTER
（CHZ-RT-D1）

Check!

NewProductsReview

発売元 NEC

価格 58,800円（DSUなしのCHZ-RT-S1

は51,800円）

問い合わせ 0120-498563

付属品 ACアダプター、モジュラーケーブル

j http://ccsd.biglobe.ne.jp/comstarz/router/
router_index.html

COMSTARZ ROUTER（CHZ-RT-D1）は、

NECが2月18日に発売したダイアルアップルー

ターだ。同社はこれまでネットワーク管理者向

けなどにプロユースのルーターを提供してきたが、

COMSTARZ ROUTERは初のパーソナルルー

ターにあたる。価格はDSU内蔵モデルが

58,800円で、NTT-TE東京／ビー・ユー・ジー

のMN128-SOHO/DSU（69,800円）に比べて

1万円以上も安い価格設定になっている。

コンパクトなボディー
COMSTARZ ROUTERの筐体は210（W）×

170（D）×40（H）ミリで、既存のルーターはも

ちろん、TAと比べてもコンパクトな設計だ。ボ

ディー前面にはインジケーターランプが並び、ネ

ットワークの接続状態やISDNの通信状態がわ

かるようになっている。COMATARZ ROUTER

は、S/T端子を1つ、アナログポートを2つ搭載

している。このアナログポートは、内線通話や転

送、優先着信、簡易フレックスホン、簡易コー

ルウェイティング、簡易三者通話、簡易着信転

COMSTARZ ROUTERのボディーカラーは白。筐体もコ
ンパクトで、デスクに設置しても違和感はない。積み重ね
できるように本体上部にはくぼみがある。
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背面。左から、電源スイッチ、ACアダプター、アナログ
ポート2つ、10BASE-Tポート4つ、アース端子、S/T
端子、ISDN端子、極性反転スイッチ。

ない。この機能の詳細はまだ明らかにされてい

ないが、NECによると、メールのヘッダーなど

数行をダウンロードするものになるという。新

着メールがあったときには本体のLEDランプで

わかるようになる。また、アナログポートに接続

された電話機からもメールの着信の確認ができ

るという。これは楽しみな機能だ。

停電対策用の電池ケースは別売
最近のコンピュータ関連製品は電源を内蔵す

るものが多いが、COMSTARZ ROUTERの電

源はACアダプターで供給される。このACアダ

プターはかなり大きく、電源タップによっては隣

のコンセントまで塞いでしまう。そんなときには

パソコンショップなどで売っている電源アタッチ

メントケーブル（400円程度より：写真参照）

を使うといいだろう。

また、停電時は別売のバッテリーパックCMZ-

OP53を使えば電池駆動（単3アルカリ電池6

本）が可能になる。このバッテリーパックを使

えば、停電時でもアナログポートに接続された

電話機を使うことができる。なお、このバッテ

リーパックはWWW販売のみの取り扱いで

「http://www.nec.co.jp/comstarz/」で申し込

む。価格は2,000円で、別途送料が500円かか

る。停電対策の機能がないルーターやTAの場

合、停電でルーターやTAが使えなくなると、ア

ナログポートに接続された電話機も使えなくな

ってしまうだけに、別売ではなく標準で備えて

ほしかった。

試用レポート

h設定はWWWブラウザーから
接続から設定までは簡単だ。付属のモジュラ

ーケーブルの片端を壁にあるNTTのモジュラー

ソケットに差し込み、もう片方を本体のISDN端

子（LINE端子）に差す。COMSTARZ ROUTER

の場合、ISDN端子は「LINE」、S/T端子は

「ISDN」となっているので、間違えないように

注意しよう。電話機をアナログポートに接続す

る人は、接続が終わったら、電話がかけられる

どうかを最初に確認しよう。もし電話がかから

ないときには極性反転スイッチを切り替えて試

してみるといい。

設定はWWWブラウザーで行う。ブラウザー

を起動し、URLに「http://192.168.1.254:

8888」を入力すると、WWWブラウザーにメニ

ュー画面が表示される。ここで「かんたん設定」

を選択して、接続先名、アクセスポイントの電

話番号、ログイン名、パスワード、DNSアドレス

を設定すればOKだ。設定内容をフラッシュメ

モリーに保存するには「設定保存」をクリック

すればいい。接続先を複数設定することができ

るので、複数のプロバイダーと契約している人

や、オフィスのネットワークにダイアルアップする

場合などに、接続先を使い分けることもできる。

hテレホーダイの時間帯は
「接続延長」ボタンをクリック
COMSTARZ ROUTERをはじめとするダイア

ルアップルーターは、WWWブラウザーを起動し

たり、メールソフトで送受信を行ったりして、ネ

ットワーク接続の要求があった場合にルーターが

自動でダイアルアップ接続を行う。TAと違って

「ダイアルアップネットワーク」を起動させなくて

いいので、ダイアルアップでインターネットに接

続しているという感じがほとんどない。TAやモ

デムにくらべると、専用線に近い感覚でインタ

ーネットができると言えるだろう。そのため、接

続していることを忘れてしまいがちだが、

COMSTARZ ROUTERは一定時間通信が行わ

れないと自動的に通信を切断する無通信タイマ

ー機能を搭載しているので安心だ。

ただし、この無通信タイマー機能が邪魔にな

ることもある。それはNTTの「INSテレホーダ

イ」サービスの時間帯で、この時間帯にはつな

ぎっぱなしにしたいという人は多いだろう。こん

なときにルーターが無通信タイマーの設定をオ

フにできればいいのだが、COMSTARZ

ROUTERには「INSテレホーダイ」の時間帯に

自動切断の設定を無効にできる機能はない。そ

の代わり、無通信タイマーを延長させる機能が

あるが、いちいちWWWブラウザーから「接続延

長」ボタンをクリックするのは面倒だ。

h今後はファームウェアで
新機能を提供
COMSTARZ ROUTERは、WWWブラウザ

ーの設定画面上でファームウェアをバージョンア

ップできる。PIAFSへの対応や、INSテレホー

ダイ時間帯の接続の自動延長機能などは、今後

ファームウェアのバージョンアップで提供される

という。前出の着信メール自動確認機能は5月

に対応する予定だ。競合製品のMN128-SOHO

も、昨年の発表から現在に至るまでに幾度もの

ファームウェアバージョンアップによって現在の高

機能を実現したことを考えると、COMSTARZ

ROUTERもこれと同様に今後の機能追加に期

接続インターフェイス 10BASE-T

同期 64/128Kbps（MP）

PIAFS ×

BOD BACP対応

DSU ○

S/T端子 1

アナログポート 2

10BASE-Tポート 4

ナンバーディスプレイ ×

アドレス変換機能 NATe（IPマスカレード）

停電対策 ○（別売バッテリーバック）

液晶表示 ×

専用線/OCNエコノミー ○

ファームウエア フラッシュメモリー

外形寸法（W×D×Hミリ） 210×170×40

重量 800g

消費電力 最大約15W

COMSTARZ ROUTER（CMZ-RT-D1）

待したい。

設定も簡単で価格も安いCOMSTARZ

ROUTERは、ルーター入門者にも簡単に扱え

るダイアルアップルーターといえるだろう。

（編集部）

WWWブラウザーによる設定画面。

ACアダプターのサイズが大きいときは、こうしたアタッチ
メントケーブルが便利だ。
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が不要な「疑似なりわけ機能」を搭載。かかっ

てきた番号によって特定の電話機だけを呼び出

す「プライベート着信」を搭載している。このよ

うな芸当は、NTTのサービスだけでは到底不可

能なもので、TAがサポートすることで電話の使

い道が大きく広がったと言える。

ナンバーディスプレイ
TD503αは、ナンバーディスプレイ対応のア

ナログポートも独立3ポートを搭載した。ISDN

では、従来から発信者番号通知がサポートされ

ていたが、アナログ電話のナンバーディスプレイ

のサービス開始に合わせて、ISDNでも従来の機

能にプラスする形でナンバーディスプレイサービ

スが提供された。このサービスによって、アナロ

グ電話からの電話番号も表示できるようになり、

アナログからの電話も発信者によって各アナログ

ポートを割り当てることができるようになった。

上で述べた「疑似なりわけ」などのアナログ機

能を利用するには、ナンバーディスプレイサービ

スの契約は必須だろう。

また、ナンバーディスプレイ対応電話機の中に

は、仕様が異なるものがありトラブルの原因に

なっているようだが、このような場合にも対応で

きるよう2種類の設定を用意している。最初の

設定で表示されない場合は、2番目の設定を使う

わけだ。仕様の差異をTA側で吸収するという発

想は、実際に利用するユーザーの立場に立った

もので、ナンバーディスプレイへの対応を見ても、

TD503αは細かな配慮が行き届いている。

FAX＆テレフォニー機能対応
ドイツ RVS Datentechnik社 の「 RVS-

COM」は、TAでFAX（G3）を含めたテレフォ

ニー機能が利用できるコミュニケーションツール

で、最近のTAの新製品においてはライト版

「RVS-COM Lite」のバンドルが標準になりつつ

ある。このTD503αでも、もちろん「RVS-

TAにおける電話機能
TAの電話機能は、NTTのサービスをTAに取

り込む「疑似」機能の搭載から始まった。たと

えば、「コールウェイティング」という電話を保

留する機能は、NTTに毎月一定額を支払って利

用するものだった。しかし、今ではどのTAも

「疑似コールウェイティング」機能を搭載し、NTT

と契約しなくても電話を保留する機能が使える

ようになった。電話を自動的に転送する「着信

転送」や、登録した番号のときだけ呼び出し音

を変える「なりわけサービス」など、NTTのサ

ービスを次々と取り込みながらTAの電話機能も

充実してきたのだ。これは、少しでも毎月の料

金を減らしたいユーザニーズにもマッチしたもの

だ。TD503αは、TAの中でもっとも強力な電

話のアナログ機能を搭載したものといえるだろ

う。たとえば、着信転送機能を見てみると、

NTTの転送では1つの電話番号を設定できるだ

けだが、TD503αの「フリー転送」では、初め

の転送先に何らかの理由で転送できないときに

は、第2転送先に転送することが可能だし、転

送失敗時にはアナログポートにつながった留守電

を呼び出すこともできる。また、転送の設定は

リモートでの設定が可能だし、設定した時間帯

だけ自動的に転送するタイマー機能もある。さ

らに、昨年6月にスタートしたNTTの「INSなり

わけサービス」に対応したうえに、NTTとの契約

多機能アナログポートを3つ内蔵
付属ソフトでFAXの送受信ができる
マルチジョグダイアルが使いやすい

アナログ通話機能が充実した電話帳内蔵TA

TD503α
Check!

NewProductsReview

発売元 株式会社アレクソン

価格 51,200円

問い合わせ 03-5645-8571

付属品 RS-232Cケーブル、変換コネクター、

ISDNケーブル、壁掛け用ネジ

j http://www.alexon.co.jp/

液晶ディスプレイとマルチジョ
グダイアルを搭載したTD503
αのインターフェイス。

TA（ISDN）といえば、これまではアナログに

比べて通信速度が速い点や、2回線使えるとい

った利点を中心に紹介されてきた。だが、ISDN

回線を使ったデータ通信機能だけでなく、電話

やFAXなどのアナログ機能がどれくらい使いや

すいのか。これが、これからのTAを選ぶ際のポ

イントといえるだろう。アレクソンのTD503α

は、電話を便利に使うための機能を数多く搭載

し、インターネット利用者以外にもアピールでき

る製品だ。98年3月からローソンや有名量販店

での販売を開始することからも、TD503αが単

なるインターネット用の通信機器にとどまらない

ことを示しているのではないだろうか。

データ通信機能
データ通信機能は、同期64Kbps／128Kbps、

非同期38.4Kbpsに対応し、PIAFSもサポート

している。128Kbps通信においては、BODや

BACPにも対応。また、停電時でも電池駆動で

アナログポート（TEL1のみ）を利用できる。デ

ータ通信機能を見ても、最近のTAで対応してい

る機能にはおおむね対応している。しかし、TD

503αの一番の特徴は電話の通話機能にある。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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COM」に対応し、添付の「RVS-COM Lite」で

FAXの送受信に加え、留守番電話、ファイル転送

機能などを利用することがでる。さらに、スタン

ダード版にアップグレードすれば、FAXの一括送

信や電子メール機能、コンピュータのリモート操

作なども可能になる。

また、α-ALPHA3（旧α-LCR3）にも対応

するので、アナログポートに接続されたすべての

電話機やモデムで第二電電が簡単に利用できる。

扱いやすいジョグダイアル
液晶ディスプレイは専用の12桁×2行＋専用

表示セグメントのものが使用され、バックライト

が明るいので視認性はバツグン。操作は4つの

スイッチとマルチジョグダイアルで行い、その操

作も簡単で扱いやすい。マルチジョグダイアル

は、設定時以外には内蔵の電話帳を選択する機

能を持ち、TD503αで電話をかけたい相手の電

話番号を選び、電話機の受話器を持ち上げると

電話がかかる仕組みだ。電話帳には、すべての

アナログポート共通の電話番号が40件と、各ポ

ートの短縮ダイアルが各20件まで登録できる。

試用レポート

hユーティリティーで設定
DSUのON/OFFと極性反転は背面スイッチ

で、終端抵抗や停電モードの設定はディップスイ

ッチで行う。S/T端子は2つあるので、増設が

簡単だし、DSUが切り離せるので2台目のTA

としても使いやすい。

ハードウェアがセッティングできたらコンピュー

タとRS-232Cケーブルで接続し、ユーティリティ

ーソフトをインストールする。まずアナログ設定

だが、設定項目が非常に多いのに驚かされる。

たとえば、着信設定では「ダイアルインのみ」、

「契約番号のみ」、「ダイアルインと契約番号」、

「すべて着信」から選ぶことができ、発信者番号

通知の有無、識別着信、着信音の鳴り分け、コ

ールバック、中継機能、短縮ダイアルの登録など、

かなり広範囲な設定ができる。また、「テレホ

ン・アシスト」では、コンピュータで管理する電

話帳をTAで利用できる。この電話帳を登録し

ておくと、TAに内蔵された電話帳とは別に、コ

ンピュータから直接電話をかけることができる。

通話記録には、電話番号や時刻、通話時間、料

金など発着信どちらも細かい履歴が記録され、

電話帳に登録された番号に関しては相手の名前

が表示される。
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背面。左上から右へ、電源コード、電源スイッチ、ディッ
プスイッチ、S/T端子 2つ、DSU切り離しスイッチ、
ISDNポート、極性反転スイッチ。左下から右へ、アース
端子、RS-232Cポート、アナログポート3つ。

正直なところ、設定項目が多すぎて初心者に

は難しいのではと思う。また、設定を補助する

ヘルプもまったくなく、結局マニュアルを見なが

ら設定することになった。ごく簡単なものでも

ヘルプファイル程度は用意してほしいものだ。せ

っかくの機能が初心者は使えないのではもった

いない。

hBODの手動切り替えが簡単
128Kbps通信時のBOD機能によるチャンネ

ル数の増減が、自動切り替えだけでなく、本体

前面のボタンによって手動でもできるので、大き

なデータのやり取りをする際など、必要時に2チ

ャンネル使うことがとても簡単にできる。

また、同様に感心したのが「着信転送」と「プ

ライベート呼び出し」だ。転送先には2つの電話

番号が設定でき、転送に失敗すると最後の手段

としてアナログポートに接続された留守番電話

を呼び出すことができる。携帯電話にPHSと、

複数の電話機を使い分けている人には便利な機

能だ。また「プライベート呼び出し」は、アナロ

グポートごとに設定できる短縮ダイアルに登録さ

れた電話番号からかかってきたときに、その電

話機だけを鳴らす機能だ。先の「着信転送」と

組み合わせると「プライベート呼び出し」の電話

だけを転送することが可能になる。これを使え

ば、自分宛ての電話だけを携帯電話に転送する

ということができる。ただし、転送する場合はTA

から転送先（携帯、PHSなど）までの電話料金

は自分が負担することになる。

NewProductsReview

TD503α

V.110（非同期） 9.6/19.2/38.4Kbps

同期 64k/128Kbps（MP）

PIAFS ○

専用線/OCNエコノミー ×

Dチャンネルパケット ○

DTE速度 230.4Kbps

BOD BACP対応

DSU ○

S/T端子 2

アナログポート 3

ナンバーディスプレイ 全アナログポート対応

FAX（G3）機能 ○（RVS-COM）

LCR α-ALPHA3

停電対策 単3/専用ニッカド×6

液晶表示 ○

ファームウェア フラッシュメモリー

外形寸法（W×D×Hミリ） 192×175.7×65

重量（電池除く） 約800g

消費電力 約9W

h便利な「なりわけ機能」
「疑似なりわけ機能」を使ってみた。短縮ダイ

アルに登録された番号からの呼び出し音は、通常

の呼び出し音と異なり、やや短めで他の電話と

区別がつきやすい。特定の人からの電話を待っ

ているときなどに使うと便利だ。また、識別着

信を設定すると、特定の条件、たとえば短縮ダ

イアルに登録された番号のときだけに着信させ

ることもできる。特定の相手以外の電話のとき

には電話の呼び出し音を鳴らしたくないときな

どに有効だ。

hナンバーディスプレイ対応
ナンバーディスプレイ対応電話機の購入を考え

ている人は少なくないだろう。それならば、いっ

そのことISDNにしてTD503αのようなナンバ

ーディスプレイ対応のTAを買うというのも1つ

の選択肢だろう。手持ちの電話機で、転送機

能や三者通話、プライベート呼び出しなどが使

えるようになるし、FAXを含むテレフォニー機

能も一気に使えるのだ。

TD503αは、インターネットなどの通信機能

について十分なスペックを抑えたうえで、現時

点では最も充実した通話機能を装備したTAだ。

（梅垣まさひろ）

ナンバーディスプレイ
工事費2,000円／回線

月額
アナログ 住宅用 400円

事務用 1,200円
INS64 住宅用 600円

事務用 1,800円
INS1500 18,000円

ナンバーリクエスト
工事費2,000円／回線

電話番号を「通知しない」でかけてきた相手に、番号

を通知してかけ直すように音声メッセージで伝える機

能。かけた人は電話料金が必要だが、かかってきた人

の電話の着信音は鳴らない。ナンバーディスプレイ契

約者のみ利用できる。

月額
アナログ 住宅用 200円

事務用 400円
INS64 住宅用 200円

事務用 400円
INS1500 2,000円
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TAの置き場所が自由になるESP搭載
マルチファンクションキーで設定できる
最新のアナログ機能搭載

シリアルポートが100メートルまで延長できるTA

TS128JXⅡ/DZ
Check!

「ESPユニット」には別途電源を供給する必要

はない。なお、データ転送速度はTAの最高速度

と同じ、230.4Kbpsとなっている。ESPで使

用する6極4芯のモジュラーケーブルなら、20メ

ートルぐらいまでのものは手に入りやすいし、同

じ長さのシリアルケーブルに比べても安い。また

配線時に通風孔を通したり、家具の裏に配線す

るといった作業を行うときにも、モジュラーケー

ブルならコネクターも小さくて楽だ。

TAと電話機をISDNのモジュラージャックの

そばに置き、そこからパソコンまでを延長したい

という用途なら、ESPを使ったTS128JXⅡ/DZ

が一番手軽で安上がりな方法だろう。

マルチファンクションキーで設定
ESPと並ぶもう1つの特徴は、マルチファンク

ションキーと液晶表示だ。これらが付いたこと

で、TA本体だけでさまざまな設定ができるよう

になった。コンピュータから設定するにはいちい

ちパソコンを立ち上げなくてはならないので面倒

NewProductsReview

だし、電話機からの設定はマニュアルを見ない

とわからないのがほとんどだ。このTAではちょ

っとしたアナログ機能、たとえば出かける前に

着信転送を有効にするというような操作が、TA

の操作だけでできるのは便利だ。

また液晶表示は、データ通信のときにも威力

を発揮する。通信モードや接続先電話番号が表

示されるのでTAの状態が一目でわかるだけで

なく、128Kbpsで接続しているときには、キーを

押すだけで1B（64Kbps）と2B（128Kbps）を

切り替えられる。たとえば、FTPで大きなファ

イルを転送し始めるときに手動で2Bにしておく

といった使い方が可能になる。流れているデー

タの量に従って自動的に1Bと2Bを切り替える

BOD（Bandwidth On Demand）の機能もも

ちろん使えるが、接続したり切ったりが頻繁に

なって電話代がかさむケースがあるばかりか、特

に必要ない場合でも通信データ量がMPの設定

値を超えると自動的に2チャンネルになり、臨

機応変に2チャンネルを使うことができないこと

もある。そんな場合には、手動で必要なときだけ

128Kを利用することができる。

ナンバーディスプレイ対応
アナログポートはNTTのナンバーディスプレイ

をサポートしているので、対応する電話機を接

続すればその電話機に発信者番号を表示でき

る。もちろん、TA本体の液晶にも表示される。

アナログポートを含めて発着信とも8件まで電話

番号、時刻の履歴を保存しているので、TAから

キー操作でリダイアルしたり、かけ直したりする

ときにも便利だ。またアナログ電話機がナンバ

ーディスプレイに対応していなくても、TAで行え

る。TAと電話機を同じ場所に置いておくのな

ら、ナンバーディスプレイ対応の電話機に買い

換える必要はない。TAの上に電話機を載せて

使うことのできる「Telephone Station」が付

属するのも、そのような使い方を想定して「電

3月6日に発売されたSUNTAC TS128JXⅡ

/DZは、TS128JX/Dの後継機種。ナンバーディ

スプレイに対応したアナログポートは3ポートに

増え、アナログ機能も強化した。また、TS

128JXⅡ/DZ最大の特徴がESP（Extension

Serial Port）だ。ESPを使うと、TAとパソコ

ンの接続を100メートルまで延長でき、配線が

グンと楽になる。

パソコンとTAが離れていても大丈夫
ESPは、サン電子独自のシリアルポートを延

長するためのポートで、延長には市販されてい

る4芯の電話用のモジュラーケーブルが利用で

き、最大で100メートルまで延長できる。接続

には「ESPユニット」（ES230-A：付属）を使

い、TAには6極4芯のモジュラージャックが

「ESPポート」として用意されている。コンピュ

ータのRS-232Cポートと「ESPユニット」を

RS-232Cケーブルで接続し、「ESPユニット」

とTA本体をモジュラーケーブルで接続する。

本体の液晶ディスプレイはNTTのナンバ
ーディスプレイにも対応。左はESPユニ
ット。

発売元 サン電子株式会社

価格 49,800円

問い合わせ 0120-863810

付属品 RS-232Cケーブル、DSUB9-25変換

アダプター、ISDNケーブル、モジュラ

ーケーブル、ESPユニット
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話機を買い換える代わりにTAを買いましょう」

という提案だ。これは、なかなかおもしろい提

案だ。

また、アナログポートが3つになったのもうれ

しい点だ。電話、FAX、モデムで3つ使うとい

うのがよくある使い方。3ポートは、これからの

TAの標準的なポート数になっていくだろう。

試用レポート

h64/128Kbpsの切り替えを
本体キーの操作で
TAのインストール自体は特に何も問題ない。

背面のスイッチで、DSUのON/OFF、終端抵

抗のON/OFF、極性反転スイッチを確認のうえ

接続する。設定ファイルもウインドウズ95／NT

用とマッキントッシュ用が付属するので、これら

を使って簡単にインストールできる。「TS128JX

Ⅱかんたん設定ユーティリティ」を使えば細かい

設定もできる。

実際にインターネットに接続してみると、液晶

に接続の状態が表示されるので安心感がある。

また、接続状態でそれとは知らずファンクショ

ンキーの「>」を押したところ、データの転送速

度がbps単位で表示された。中央の「決定キ

ー」は、1Bと2Bの切り替え。この「決定キー」

を3秒以上押しつづけると強制的に回線を切断

する機能もある。当然ながら、ESPでパソコン

との接続が遠い場合はパソコンの前から手が届

かないから使えないが、こればかりはいたしか

たない。

hESPを使ってシリアルを延長
手元にあった30メートルと10メートルの2本

のモジュラーケーブルを延長コネクターでつない

で合計40メートルとし、「ESPユニット」を使

ってTAとコンピュータを接続したところ問題な

く動作した。モジュラーケーブルは100メートル

までの6極4芯のものなら何でもよいが、複数の

ケーブルを延長コネクターで接続するとうまく動

かないことがあるとの注意書きがある。サン電

子に問い合わせたところ、質の悪いケーブルや

コネクターでなければ、実際には2本程度接続

しても大丈夫のようだ。市販の4芯ケーブルは1

本20メートルまでが一般的だが、延長コネクタ

ーで接続して使っても多分大丈夫だろう。よく

売られているソニーやビクターのケーブルは動作

確認済みで、ケーブルはクロスでもストレートで

も問題ないとのことだ。なお、サン電子ではケー

ブルの販売も行っているので、長いケーブルが入

手できないときにはこちらで購入するといいだろ

う（ESP-50：50メートル、5,500円、ESP-

100：100メートル、9,000円）。

h電話機と一緒に置くTA
TS128JXⅡ/DZは電話機と一緒に置くと便

利なTAだ。たとえば、8件記録されている発信

背面。左から、ISDN端子、極性反転スイッチ、S/T端子、RS-232Cポート、ESP端子、
アナログポート3つ、電源スイッチ、アース。左上の2つのスイッチはDSUのON/OFFスイ
ッチと終端抵抗スイッチ。

番号の履歴から選択してリダイアルできる。リ

ダイアル操作すると、相手を呼び出すとともに

アナログポートの電話機も鳴る。着信に関して

も、電話に出なくても履歴が残るので、留守の

ときにかかってきた電話もあとでかけ直せる。

NTTのナンバーディスプレイを申し込んであれ

ば、ISDNや携帯電話以外からの場合も電話番

号が残る。

h操作感にはやや不満が残る
全体的に使いやすいTAに仕上がっているのだ

が、気に入らない点は何と言ってもファンクショ

ンキーの操作感だ。キー自体がグニャグニャし

て安定感がないうえに、キーの操作体系が階層

構造になっていてわかりにくい。これらの点は慣

れてしまえばなんでもないのかもしれないが、や

や使いづらく感じた。ただ単に階層構造にする

だけでなく、よく使う機能へのアクセスを簡単

にするなどの配慮は必要だと思う。なお、

TS128JXⅡ/DZはフラッシュROM搭載でファ

ームウェアのバージョンアップが容易な設計なの

で、今後の新しいバージョンで改良される余地

が十分にある。 （梅垣まさひろ）

TS128JX2/DZ

V.110（非同期） 4.8/9.6/19.2/38.4Kbps

同期 64k/128Kbps（MP）

PIAFS ○

専用線/OCNエコノミー ×

Dチャンネルパケット ×

DTE速度 230.4Kbps

BOD BACP対応

DSU ○

S/T端子 2

アナログポート 3

ナンバーディスプレイ 全アナログポート対応

FAX（G3）機能 RVS-COM 対応予定

LCR ×

停電対策 単3電池×6

液晶表示 ○

ファームウェア フラッシュメモリー

外形寸法（W×D×Hミリ） 160×183×48

重量（電池除く） 約600g

消費電力 約7W

電話機 

TS128JXⅡ/DZ

RS-232C モジュラーケーブル（6極4芯） 

100mまで延長可 

ISDN

インターネット 

ESPユニット 

コンピュータ 

接続図

電話機をTAのそばに、コンピュータはTAと離れた場
所（最大100メートルまで）に設置できる。住宅の1
階に電話があり、コンピュータは2階で使う場合などに
も便利だ。
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発売元 アイワ株式会社

価格 34,800円

問い合わせ 03-3371-7981

付属品 RS-232Cケーブル、変換アダプター、

モジュラーケーブル

j http://www.aiwa.co.jp/exhibi/new_p98/
tm-ad1281.html

RVS-COMでFAXや留守電機能が使える
回転式パネルで縦置きもOK
機能充実で価格も安い

実売3万円を切るα-LCR3対応の低価格TA

TM-AD1281
Check!

いることの多いDSUの切り離し、極性反転、終

端抵抗といったスイッチは、本体横の小さな蓋

の中にあるディップスイッチで設定する。また、

バックアップ用の電池ボックスは、上部を覆うよ

うに取り付けられたカバーを取り外すと現れる。

「RVS-COM Lite」のテレフォニー機能
TM-AD1281は、同期64/128Kbps、非同

期38.4Kbps（V.110）に加え、PIAFSもサポ

ートしている。128Kbps（MP）においてはBOD

やBACPにも対応し、停電時も電池による電

源バックアップでアナログポートを使うことがで

きる（ポート1のみ）。データ通信機能について

は特に問題はないので、TAを初めて買う人でも

困ることはないだろう。

また、TAの世界では新たな定番になりつつあ

る通信ソフト「RVS-COM」に対応したTAと

してはこのTM-AD1281は最も安いTAという

ことになる。「RVS-COM」はドイツのRVS

Datentechnik社が開発し、メガソフトが日本

語版を販売する。電話やFAX（G3）から電子

メール、ファイル転送機能などをパソコンから操

作できるようにしたソフトだ。TA側でも、この

RVS-COMの機能が使えるようにするための機

能拡張が行われており、通信時のデータのみな

らず通話時のオーディオ／通話データをコンピ

ュータで扱うことができるようになっている。こ

の機能によってさまざまなテレフォニー機能をコ

ンピュータ側のソフトで実現できるわけだ。

TM-AD1281に付属する「RVS-COM Lite」

は、「RVS-COM」の機能限定版である。FAXの

送受信は、Microsoft ExchangeやWindows

Messagingなどに「RVSファックスサービス」

として組み込まれ、TAだけでFAXの送受信が

できる。また電話機能では、パソコンのマイクと

スピーカーで電話をかけることが可能になる。実

際の用途としては、FAX情報サービスにパソコ

ンから電話をかけて情報を取り出すといった使

い方が便利だろう。また、留守番電話機能で

は、音声をサウンドファイルとして保存できるの

で、あとで加工したり、そのままメールに添付

して送ったりできる。留守番電話の応答メッセ

ージを自分で作れば、時間帯ごとに異なるメッ

セージを流すことも可能だ。受け取った留守録

メッセージは、FAXと同様に受信トレイに入れ

られて再生できる。「ファイルトランスファー」

はファイル転送機能で、「RVS-COM」が動作

するコンピュータ間でファイルの送受信ができ

る。大きなファイルを送りたいとき、セキュリテ

ィー上インターネットに流したくないときなどに

は便利なファイル転送機能だ。

また、「RVS-COM Lite」をスタンダード版に

アップグレード（10,500円）すると、これらに加

えてFAXの一括送信やコンピュータのリモート

コントロール機能、RVS電子メール、日英バイ

リンガルOCR機能などが追加になる。なお、ス

タンダード版は4月末ごろ、メガソフトより発売

の予定だ（予定価格28,000円）。

NewProductsReview

液晶ディスプレイは回転式なので、縦置きで
も横置きでも利用できる。

アイワが2月10日に発売したTM-AD1281

は、TM-AD1280の後継機種にあたる。「RVS-

COM Lite」によるFAX（G3）、留守番電話など

のテレフォニー機能を搭載したほか、α-LCR3

などにも対応。定価も34,800円と、TM-AD

1280の47,800円から1万円以上も下げた。実

勢価格ではすでに3万円を切っており、コスト

パフォーマンスの高いTAといえそうだ。

縦横どちらにも置ける
角張った感じがするシンプルなデザインだが、

縦横どちらにでも置けるように液晶パネルが回

転式になっている。ゴム足が縦横両方に付いて

いて、滑りにくい構造だ。同一デザインのTM-

AD 1280が平成9年度通産省選定「グッドデザ

イン商品」（情報・通信機器部門）に選ばれた

というだけあって、すっきりとした印象のフォル

ムに仕上がっている。液晶パネルは、通常は時

刻が表示されていて、電話をかけたり受けたり

するときには電話番号が、またデータ通信時に

はモードや速度が表示される。背面に配されて
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アナログ機能も充実
TM-AD1281はα-LCR3に対応するため、す

べてのアナログポートとデータ通信でそのままα-

LCR機能が使えるようになる。遠距離の電話を

よく使うには便利な機能だ。2つのアナログポ

ートは、それぞれに40か所の短縮番号を登録す

ることができる。また、短縮の最初の10か所を

「プライベートコール」に設定すると、その番号

からの電話のときにはそのアナログポートの電話

だけが鳴るようになる。また、アナログポート

はナンバーディスプレイ電話機対応ではないが、

液晶表示にはアナログからの電話番号を表示で

きる（ナンバーディスプレイ対応）。ただし、

NTTとナンバーディスプレイの契約をしなけれ

ば、番号表示は携帯電話やISDNからの電話だ

けとなる。

試用レポート

hインストール
インストールはモデム設定ファイルを使って行

う。V.110（38.4Kbps）や同期64／128Kbps

に加えて、Dチャンネルパケット対応の設定ファ

イルも付属する。設定は、他のTAと同様に簡

単だ。ただ、BODの設定などができるユーティ

リティーは付属しないため、ハイパーターミナル

などのターミナルソフトでATコマンドを使って設

定することになる。ATコマンドの詳しいオンラ

インマニュアルはあるものの、初心者には難し

いだろう。アナログポートの設定には専用の「ア

ナログポートかんたん設定ユーティリティ」が付

属する。こちらは非常にわかりやすい設定ユー

ティリティーだ。「はじめの設定」、「もっと設

定」、「さらに設定」と基本的な設定から高度

な設定までがグループ分けされ、説明やヘルプ

もわかりやすく簡単だ。この「アナログポート設

定」のようにわかりやすいユーティリティーで、

BODなど簡単なデータ通信の設定もできればな

お便利だろう。使いやすいユーティリティーだけ

にちょっと残念だ。

なお、本体前面の「ファンクションボタン」は、

データ通信時に1Bと2Bを手動で切り替える機

能が割り当てられている。

h電話、FAX機能を使う
次に「RVS-COM Lite」をインストールした。

最初にうっかりウィンドウズ95の「受信トレイ」

を入れ忘れ、インストールし直す羽目になって

しまった。「受信トレイ」は必ず事前にインスト

ールしておこう。「RVS-COMインストールウィ

ザード」の画面に従ってTAの種類や電話番号

などを設定するだけで最低限の設定はできる。

それ以外にも難しそうな設定項目が並んでいる

が、とりあえずそのままで大丈夫だ。FAXモデ

ムを相手にFAXを送受信してみたが、ネゴエー

ション動作がすばやく、14.4KbpsでFAXを送

ることができた。FAXに関してはFAXモデムを

使うのとまったく遜色ない操作感だ。2つしか

ないアナログポートにFAXモデムを接続してし

まうと残りは1ポート。TA本体でFAXの送受信

ができるということは、アナログポートが1ポー

ト増えたようなものだ。「電話」アイコンから電

話をかける機能は、イヤホンマイクなどを使う

といいが、サウンドカード用の専用のハンドセッ

トがほしいところだ。なお、「RVS-COM」では、

FAXの処理のすべてをコンピュータのCPUで処

理するので、少なくともペンティアム90MHz以

上のマシンが必要だ。

留守番電話機能では、留守電のメッセージを

作成して、留守電モードにすればOKだ。留守

にかかってきた電話はサウンドファイルに留守録

され、あとで何度でも再生できる。相手がFAX

の場合は自動判別される。ただ、アナログポー

トの設定で転送機能などを設定しているときは、

そちらが優先になるので注意が必要だ。また、

「RVS-COM」を使って発信したFAXや電話は

本体の通信履歴に残らない。RVS-COMで

FAXや電話の機能を使うときは、コンピュータ

ですべての処理を行うため、TA側に履歴が残

らない。

hファイル転送
今月は複数の「RVS-COM」対応TAを入手

できたので、「トランスファーマスター」につい

てもテストすることができた。電話番号とファ

イル転送専用のユーザー名やパスワードを指定

して接続すると、相手のコンピュータの指定し

たフォルダーとの間でファイルを送受信できるよ「RVS-COM Lite」の電話機能の操作画面。

うになる。「トランスファーマスター」の画面は

エクスプローラに似た画面で、そこに表示され

ているファイルは接続先のコンピュータのフォル

ダーにあるファイルだ。メニューから転送できる

ほか、エクスプローラからのドラッグ＆ドロップ

でも転送可能で、扱いやすいファイル転送ソフ

トだ。実際の転送にはzmodemが使われてい

ている。500Kバイトのバイナリーファイルとテ

キストファイルを用意して、ISDN経由で転送し

てみたところ、バイナリーは68秒、テキストは

40秒で送信が終了した。それぞれ7.3Kバイ

ト／秒、12.56Kバイト／秒という転送速度に

なった。64Kbpsでの転送速度としてはよい値

だ。しかも、テキストファイルについては圧縮転

送されている。インターネットなどを介さない接

続なので、効率がよくセキュリティーも確保し

やすいファイル転送手段だ。特定の相手と大き

なファイルのやり取りをしたい場合には、なか

なか優れた方法になるだろう。低価格ながらTA

としての基本的な機能は備え、さらに注目の

「RVS-COM」に対応したTAならば、これから

ISDNを導入してTAを買う人はもちろん、TA

の買い替えを検討している人にもオススメだ。

（梅垣まさひろ）

背面。左から、電源スイッチ、アナログポート2つ、ア
ース、S/T端子、RS-232Cポート、ISDN端子。

TM-AD1281

V.110（非同期） 9.6/19.2/38.4Kbps

同期 64/128Kbps（MP）

PIAFS ○

専用線/OCNエコノミー ×

Dチャンネルパケット ○

DTE速度 230.4Kbps

BOD BACP対応

DSU ○

S/T端子 1

アナログポート 2

ナンバーディスプレイ 液晶表示のみ

FAX機能 ○（RVS-COM）

LCR α-ALPHA3

停電対策 単3電池×8

液晶表示 ○

ファームウエア フラッシュメモリー

外形寸法（W×D×H） 150×209.3×52

重量（電池除く） 約800g

消費電力 約13W
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発売元 NEC

価格 7,000円

問い合わせ 0120-498-563

付属品 ユーティリティーCD-ROM、Atermシ

リーズ用ファームウェアバージョンアッ

プディスク

j http://www1.meshnet.or.jp/aterm/product/
option/pcitux1.htm

バス配線したTA間での内線通話を実現
将来はパソコン間でも通信可能になる
接続するISDN機器を選ばない

Atermの機能を拡張するS/T端子ユニット

高機能S点ユニット
（PC-IT/UX1）

Check!

高機能S点ユニットPC-IT/UX1は、NECの

TA、Aterm50、65シリーズ、IW60HS DSU

用に用意されたS点ユニットだ。本体にS/T点

がないこれらのTAにこれを組み入れれば、

ISDN機器のバス配線（デイジーチェーン）が可

能になるだけでなく、接続したすべての機器間

で通話や通信（6月予定）ができるようになる画

期的なユニットだ。

これまでにない多機能なS点ユニット
現在販売されているほとんどのTAとダイアル

アップルーターには1つまたは2つのS/T点が備

えられている。このポートは、DSUのない機種

では必ず1つはDSUに接続する。残った1つの

NewProductsReview

外線は各番号のすべての電話機を鳴らすか特定の電話機を鳴
らすかが設定できる。内線は、各グループ番号と内線番号を使
ってかけることになる。コンピュータによる通信も同様だ。
例：グループ1の内線1にかける場合、「1＊1」となる。

幅10センチほどの高機能S点ユニットのボードには、
S/T端子が2ポート備えられている。

Aterm IT50 DSUの背
面。左上の2つのS/Tポ
ートがPC-IT/UX1だ。
その下はISDN端子と極
性反転スイッチ。右側は
上から停電スイッチ、ア
ナログポート2つ、RS-
232Cポート、電源スイ
ッチ、アース端子。

ISDN
03-××××-××00（グループ1・内線1） 

03-××××-××00-1

03-××××-××00-2

03-××××-××01（グループ2・内線1） 

データポート 

データポート 

アナログAポート 

アナログBポート 

アナログBポート 

アナログAポート 

03-××××-××00（グループ1・内線2） 

03-××××-××00（グループ1・内線3） 

高機能S点 
ユニット付きTA

高機能S点ユニットを使った接続の例
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ポート、またはDSU付きの機種のすべてのポー

トは、他のISDN機器を接続するために使用す

る。通常、DSUを含めたISDN機器のバス接続

は、最大8台までとなっている。

S/T点を使ってTAを接続する場合、同一の

TAに接続した電話機同士でないと、内線通話

はできない。また、各TAに接続したコンピュー

タ同士の通信はできない。

そんな従来のTAのS/T点間接続の弱点をす

べて解消してくれるのが、この「高機能S点ユ

ニットPC-IT/UX1」だ。このユニットを装着し

た対応TAをネットワーク的に最上流に接続（ロ

ーゼットからのモジュラージャックに接続）すれ

ば、以下に接続するTAにつないだ電話機やコ

ンピュータと内線通話やデータ通信を行うこと

ができるようになる。

試用レポート

h設定は簡単
接続するTAは他社製でもOK
今回はAtermシリーズのなかでも廉価版の

IT50 DSUを使用した。設置は簡単で、Aterm

IT50 DSUの背面にこのユニットを差し込むだ

け。各種のケーブルをつないで電源を入れ、コ

ンピュータにTAのドライバーを組み込めばAterm

IT50 DSUはすぐに使えるようになった。このあ

とはユーティリティーのメニューに従って契約者

番号（電話番号）と、もしあればダイヤルイン

番号やサブアドレスを各アナログポートとデータ

ポートに割り振ればいい。このときの割り振り

には、電話番号とサブアドレス、グローバル着

信の設定によって、内線番号とベルを鳴らすと

きのグループや優先順位を付けることができる。

テストでは、内線はTA間でも問題なくできた

が、かかってきた外線の転送は、TA間ではでき

なかった。この「TA間通話転送」機能は、5

月のファームウェアバージョンアップで実現する

という。

また、Atermは最上流に1台あれば、以下に

つなぐTAは他社製でもかまわない（接続確認済

みのTAのリストはNECのホームページに掲載さ

れている）。つまり高機能S点ユニットも1つあ

ればいいというわけだ。今回のテストではリスト

になかったオムロンのTA、MT128BⅡ-Dと

NTT-TE東京/ビー・ユー・ジーのダイアルアッ

プルーターMN128-SOHOを接続したが問題な

く通話できた。もちろんMN128-SOHOにイー

サネットで接続したコンピュータからのインター

ネット接続やネットワークにも支障はなかった。

h内線ダイアルアップで
データ通信ができるようになる
気になるTA（に接続したコンピュータ）間の

データ通信は、それぞれのTAのデータポートに

サブアドレスを振り、その番号にダイアルアップ

で内線をかけることで行う。通信速度は64K

bpsで、イーサネットなどの本格的なネットワー

クに比べれば低速だが、インターネットでやりと

今回の高機能S点ユニットのテストに使用した

Aterm IT50 DSUは、NECのAtermシリーズでも廉

価版のもの。しかし、機能は上位機種のAterm

IT65と同等のものを備えている。アナログポートこ

そ2つしかないが、通信機能では128Kbpsまで対

応でBOD機能も備えており、OCNやPIAFSにも

対応。ナンバーディスプレイやNEC製TAの特徴で

ある電子メール着信通知機能も使用できる。1台め

のTAとしてはお買い得な1台だ。

発売元 NEC

価格 39,800円

問い合わせ 0120-498-563

付属品 ISDNケーブル、RS-232Cケーブル、D-

SUB9ピン変換コネクター、Mac用変換

コネクター、縦置き用スタンド

j http://www1.meshnet.or.jp/aterm/product/

it50/it50dsu.htm

ユーティリティーソフトでは、各TAのそれぞれのアナロ
グポートを設定できる。

AtermIT50DSU（NEC）

対応データ通信方式

V.110（非同期） 28.8/38.4/57.6Kbps

同期 64/128Kbps

PIAFS ○

DTE速度 230.4Kbps

BOD ○

DSU ○

S/T端子 ×

アナログポート 2

ナンバーディスプレイ ○

停電対策 単3乾電池×6

液晶表示 ○

専用線/OCNエコノミー ○

ファームウェア フラッシュメモリー

外形寸法（W×D×Hミリ） 57×142×182

重量（電池除く） 約810g

消費電力 約8.5W

りする程度のデータまでなら使用に堪えるとい

うわけだ。ただし、この機能は6月のファームウ

ェアバージョンアップを待たなければならないた

めテストはできなかった。とはいえ、すでに告知

はなされており、料金もかからないので安心は

できるだろう。

h電話がメインのSOHOには
魅力的な商品か
前述のように、高機能S点ユニットを使った

TA間データ通信は、64Kbpsでしか行えないた

め、本格的なネットワークを考えている人には

向かない。しかし電話機を離れた部屋に数台設

置しなければならないが、内線も使いたいとい

うときには非常に便利だ。また、複数のコンピ

ュータがあり、相互にデータのやりとりはしたい

がイーサネットを構築するほどではないというと

きにもいいだろう。 （編集部）

高機能で安価な

Aterm IT50 DSU
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NetShow形式でビデオ電子メールを作成
メールの送信はいつものメールソフトで
用途に合わせてモードを選べる

動画と音声をNetShowで送れる

LiveMail Ver.2.0
Check!

NewProductsReview

発売元 株式会社マクニカ

価格 6,800円（ソフトのみ）

17,800円（カメラパック）

問い合わせ 045-939-6140

動作環境 ペンティアム133MHz以上を搭載した

ウィンドウズ95/NT4.0マシン、32M

バイト以上のメモリー、100Mバイト

以上のハードディスクの空き容量（プ

ログラム約40Mバイト、ワークスペー

ス約60Mバイト）、ビデオキャプチャ

ー機器

j http://www.macnica.co.jp/livemail/index.html

LiveMailは、マクニカが発売するビデオ電子

メール作成ソフトだ。CCDカメラなどで撮影し

た映像や音声を圧縮することができる。ビデオ

データはマイクロソフトのNetShow形式のファ

イルで作成されるので、受信側のコンピュータ

にNetShowがインストールされている必要があ

る。NetShowはマイクロソフトが無償配布して

いるが、ウィンドウズの場合は、インターネット

エクスプローラ（4.0以上）がNetShowをサポ

ートしているので、新たにインストールする必要

はない。

添付ビデオファイル作成ソフト
ビデオ電子メール作成ソフトといっても、Live

Mail自体にメール送受信の機能はなく、通常

使っているメールソフトを使って、作成したファ

イルを添付して送ることになる。ただし、Live

Mailがサポートするメールソフトを使っている場

合には、メールソフトの新規メッセージ作成画

面を起動して圧縮したファイルを添付してくれ

る。またLiveMailは、作成したビデオデータを

サーバーにアップロードもできるので、ウェブ用

にちょっとしたストリーミングコンテンツを作る

こともできる。

試用レポート

h操作はシンプル＆簡単
インストール時に「ビジネスモード」か「ホビ

ーモード」を選択し、必要なモードのみがイン

ストールされる。フレームなどの遊びがないため

か、ビジネスモードの方がアプリケーションのサ

イズが小さい。

まずは「ホビーモード」を使ってみる。Live

Mailを起動するとメインメニューが現れるので、

最初に「メールソフトウェアを選ぶ」を選択し

て、自分が使っているメールソフトを登録して

おく。前述のように、選択肢にないメールソフ

トを使っている場合には「ディスクに保存」を選

ぶ。ビデオファイルの作成は、LiveMailの指示

に従って行えば簡単にできる。「ホビーモード」

にはフレーム画像が多く用意されているので、プ

リクラのように楽しい演出ができる。撮影した

ビデオデータは圧縮して送信するのだが、「ホビ

ーモード」では相手がLANの場合、ISDNの場

合、モデム接続の場合と3タイプの圧縮モード

が選択できる。圧縮率など気にせず相手の環境

を選択すればいいのは初心者への配慮だろう。

圧縮が終了すると作成したビデオが再生される

が、急ぐときにはスキップしてもかまわない。

次に「ビジネスモード」をインストールしてみ

る。アプリケーションを起動するとメニューが現

れるが「ホビーモード」に比べるとすっきりと落

「ホビーモード」では、フレームを付けたビデオ
データが作れる。

ち着いた印象だ。ビデオを演出するフレームは

ないが、操作は「ホビーモード」と同じ要領で

行う。

複雑な操作が必要ないのは初心者にとっても

扱いやすいし、ヘビーユーザーにとってもシンプ

ルで使いやすいだろう。ホームページを持ってい

る人ならば、ビデオキャプチャーカード経由でコ

ンピュータにビデオを取り込んで簡単なインター

ネット放送局だって作れるわけだ。 （編集部）

「ビジネスモード」のメインメニュー画面。
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